
3書式第 9号

令和3年度  事 業 報 告 書

令和3年 4月 1日 から令和4年 3月 31日まで

特定非営利活動法人

1 事業の成果

団体の国際人材開発促進会の活動は19周年になります。日本と中国の間の交流

しました。また、日本の中高齢者の豊かな経験を活かし中国農業、会社経営、社会福祉教育などの

寄与する事業を行いました。さらに、両国の文化交流の推進により世界の平和・発展に寄与し、一層

したいと願っています。前年度の活動成果を踏まえて、国際化に対応出来る人材を中国、日

ため、関係団体との協力により、その基盤造りをしました。その目的を実現するため医療や、福祉、

の分野で国際協力の役割を担うことができる人材を育成するための協議交換を重ねてきました。令和 3

の主な活動として、日中文化交流のイベントに協力、参加 しました。老人ホームの資金導入活動を

した。また、コロナウイルス感染を防止するマスクを寄付しました。POこ ども未来

|を しました。一般社団法人沖縄疎開船対馬丸こども未来平和基金を法人化する協力をしました。最後に
'ネ

シュウムバッテリーの技術を導入することについて活動しました。
2 事業の実施に関する事項
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04/1コ ロナウイルスの機械
導入計画をしました。

04/6日 当PO老人ホームの

資金導入のための活動をし
ました。

04/8日ⅣO自社ビルの資劉

楚1介

のための活動をしまし
|

04/9日 当ⅣO教育施設の到
金導入のための活動しまし
|た。

D″ 12日 当NPOこ ども未来平
和基金寄付導入のための活
動をしました。

b4/27こ ども未来平和基

魔f名
誉会長に就任しまし

日賀陽宮記念平和
会長に就任 しまし

05/12日 老人ホームの建

設用地を確保しました。

b5/15日 コロナウイルス感

證まり造i、

るマスクを寄付

04/281
基金名誉
た。



3人

3人

5人

5人

2人

2人

5人

2人

2人

3人

2人

2人

2人

2人

5人

3人

2人

4人

特定多数
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特定多数
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特定多数
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特定多数

特定多数

特定多数
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100

100

100
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100

50
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5月 18日

5月 31日

6月 11日

6月 11日

6月 12日

6月 28日

7月 8日

7月 18日

7月 28日

8月 5日

8月 5日

8月 19日

8月 20日

8月 31日

8月 31日

9月 13日

9月 17日

9月 1日

9月 2日

国、東京

中国、東京

国、東京

中国、日本

中国

中国

中国

日本

中国

中国

中国

中国

中国

中国

東京

上海

東京

中国

東京

設計をしています。

5/31日 遼寧方雷文化芸
発展有限公司を創立しま

11日 四川省で国際協力

について説明会をし

11日 コロナウイルス

防止するマスクを寄付

した。
12日 マグネシウムエネ
―基金を調達すること
いて、打ち合わせをしま

マグネシウム基金調

/08マ グネシウム基金調

/18マ グネシウム基金調

/28マ グネシウム基金調
,活動。

四川恩琵欧政治科技

司を創立しました。

技有限公司を創立しま

19山宗思琵欧政治科技

司を創立しました。

グネシウム電池の

を決まりました。
1老人ホームの運営権

l思琵欧(畑台)衣北科

資有限公司を創立しま

/01上海思琵欧科技有

を創立しました。

1/2老 人ホームの建設に
,て 、更に現地を視察

、設計準備をしました。

/13-般社団法人沖縄疎

対馬丸こども未来平和

|を 法人化する協力をし

/17江亦恩琵欧企上管理

司を創立しました。

5 18

南思琵欧政治

まりました。

した。

した。

した。

ヽ

した。



フォーラムにて

ネシウム電池の展示会
しました。

司を創立しました。

有限公 司を創 立 しま
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31日 190

11月 2日
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11月 22日
国、東京

9日 東京、中国

15日 2人
東京

12月 25日

東京 2人

12月 28日

東京 2人

中
自
保
め

と

の
を
た

本
国
境

る

報収集
情報交

［
ロ

を創立しました。

司を創立しました。

吉林恩琵欧裕キ

品加工有限公司を創立

した。

0/31日 脱炭素マグネシウ
の燃料見本を寄付 し

1/2脱炭素マグネシウム

の原料を適切な価格

しました。

1/03安微恩琵欧文

を創立しました。

1/8「 一般社団平和基金」

1/22脱炭素マグネシウム

の普及活動の協力 しま

人ホームの寄付

る手続きをしました。

グネシウム電池の

は板橋区法務局へ届出

2/28特定非営利活動法人

開発促進会役員変

西河池市

0/21老人ホ

ました。

た。

しました。

しました。

際人材開

日

しました。

を開きました。



月26日 に渋谷ホー

1月 8日 に当NPO法人会員
を開きました。

1月 10日 にオ ンライ ン

化に関する研修を受

開の打ち合わせをしま

をしました

11月 23日 に

開きました。

年キシヨ

しました。

0月 5に 日

開きました。。

した。
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棘
　
　
　
棘
　
　
棘
　
棘
　
　
棘
　
　
棘
　
　
　
棘
　
　
棘
　
　
棘
　
　
棘
　
　
　
　
棘
　
　
　
　
棘
　
　
棘

東京

東京

臥

以

臥

以

臥

以

臥

0人

3人

７

・ 人

5人

2人

6人

不特定多数

不特定多数

不特定多数

不特定多数

不特定多数

不特定多数

不特定多数

不特定多数

不特定多数

500

100

200

００

　

　

　

００

有限公司を創立 しま

1/5国際協力として、マ

シウム電池の原料仕入
きの協力をしています。

司を創立しました。

有限公司を創立 しま

コロナの感染防止

を強力に行いました。

ウムエネルギー基金協会

グネシウムエネル
の展開するため、

の説明会を

グネシウム電池と

充電器の組み合わせ と

対策支援措置を設置す

明会をしました。
18マ グネシウムを活用
循環社会 を構築す る

はEVが生き残
を発明しました。

人ホーム

しました。

法人マグネ

立しました。

ました。

恩琵欧 (青島)

1/10柳州恩

9月 26日

10月 5日

11月 9日

11月 10日

11月 19日

11月 6日

11月 11日

11月 11日

03月 1日

03月 03日

03月 15日

03月 30日

6月 5日

1月

01月

9日
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有限公司を創立 しま
。マグネシウム資源を
しました。

5当 NPO法人の

調達するための会議を
した。

グネシウ
基金協会の日座開設の

をしました。

災

しました。

コ ロ

02月 22日 中国

02月 25日

2人

しています。

02月 28日

03月 01日

03月 02日

03月 08日

03月 10日

03月 10日

03月 15日

03月 15日

東京

東京

東京

東京

東京

東京

東京

東京

東京

4人

2人

5人

10人

4人

5人

6人

2人

5人

6人

3人

8人

6人

08当 NPO法人の
まヽした。

中国銀行東京支店に
きをしました。

10マ グネシウ
基金協会の顧間と打

しました。
当NPO法人の事業/15

開する打ち合わせ会議
しました。

15マ グネシウムエネル
基金の導入対策をしま

03月 18日

18当 NPO法人の
を開きました。

03月 23日

3/23当 NPO法人
のため、 日銀を訪問 し

した。

当NPO国際協力でマ

シウム電池量産の 03月 29日

を作 りました。テス ト
は完成 しました。商品

ました。
03月 30日

30当 NPO法人の国際
の資金調達の手続き

ま
F調
姓ヨ

当ⅣO法人の主導で
03月 30日

ホーム事業の資金調

1日 から

けて活

して い

しました。

東京、中国

(7200)



(2)その他の事業
実施せず



書式第 12号 (法第 28条関係)

令和 3年度特定非営利活動に係る事業会計収支計算書

令和 3年 4月 1日 から令和4年 3月 31日 まで

目科

5,(BO,

5,000,000

lQ 080,000

金

唖D

額  (単位 :円 )

7,200,

1,000,000

1,000,

890,

10,090,

10_090_000

-10,000

lQ O(Ю 10,000

1 会費・入会金収入

フヽ

`ミ

|」とめ【入  10.000中 24 23濯ロノゝ 2,540,000

会費収入 12.000屹023法人 2,5“,0∞

3 補助金等収入

地方公共団体補助金収入

民間助成金収入

海外活動協力金収ス5,0∞,0∞

持続化給付金

1 事業費

(2)人材、文化、教育等の交流事業

(3)日 本と中国両国における人材開発事業のた

の情報収集及び情報交換事業

(6)日本と中国の交流のための普及啓発事業

次期繰越収支差額 (A)― (B)+(C)

2事 業収

当期支出合計 (B)

(A)― (B)

前期繰越収支差額 (C)

当期収入合計 (A)

収 入 合 計 (A)

支出の部

4寄 付金収入

5 その他収入

I収 入の部

2 管理費

役員報酬費

事務局人件費

什器備品費

高熱水費



書式第 12号 (法第 28条関係)

令和2年年度その他の事業会計収支計算書

令和 3年 4月 1日から令和4年 3月 31日 まで

金 額 書顕:円 )科 目

3 補助金等収入

地方公共団体補助金収入

民間助成金収入

当期収支差額 (A)― (B)

前期繰越収支差額 (C)

次期繰越収支差額 (A)― (B)+(C)

2 管理費

当期支出合計 (B)

2事 業収入

4寄 付金収入

収 入 合 計 (A)

5 その他収入

利息収入

Ⅱ 支出の部

1 事業費

3 予備費

予備費

I 収入の部

1 会費・入会金収入

入会金収入

会費収入

当期収入合計 (A)

前期繰越収支差額



書式第 11号 (法第 28条関係)

●和3年度特定♯営利活動に係る会計貸借対照表

令和4年 3月 31日 現在

金 額  (単位 :円 )目科

Ａ
Ｕ

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

負債及び正味財産合計

地

物

土

建

固 定 資 産 合 計

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債 合 計

1

車両運搬具

資 産 合 計

負 債 合 計

正味財産合計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

短期借入金

預り金

2 固定負債

長期借入金

退職給与引当金

資産の部

流動資産

現金預金

未収入金

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額



書式第 11号 (法第 28条関係)

令和3年度その他の事業会計貸借対照表

令和4年 3月 31日現在

金 額 (単位 :円 )科
日

【

ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ

ｎ

ｖ

ｎ
Ｕ

負債及び正味財産合計

流 動 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債 合 計

2 固

車両運搬具

産資

地

物

定

土

建

資 産 合 計

負 債 合 計

正味財産合計

I 資産の部
1 流動資産

現金預金

未収入金

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

短期借入金

預り金

2 固定負債

長期借入金

退職給与引当金

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額



書式 10号 (規則第 11条関係)

令和 3年度特定非営利活動に係る会計財産
門ヨ

Lng

令和 4年 3月 31日

〓

ロ

科 回 金   額  (単位 :円 )

I 資産の部
1 流動資産

現金預金

現金

普通預金
未収入金

未収会費

流 動 資 産 合 計 ｎ
Ｖ

2 固定資産
土地

建物

車両運搬具

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

短期借入金

預り金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債
長期借入金
退職給与引当金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計 ｎ
ｖ

正 味 財 産



書式 10号 (規則第 11条関係)

令和3年度その他の事業会計財産目録

令和4年 3月 31日

特定非営利活動法人

口
日科 金   額  (単位 :円 )

ｎ
Ｕ

ｎ
Ｕ

ｎ
〉

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正   味   財

地

物

土

建

車両運搬具

産

流 動 負 債 合 計

I 資産の部
1 流動資産

現金預金
現金

普通預金
未収入金
未収会費

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

短期借入金

預り金

2 固定負債
長期借入金
退職給与引当金



書式第 13号

令和3年度 役員名簿及び

役員のうち報酬を受けたことがある者の名簿

令和 3年 4月 1日から令和4年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人国際人材

役 名 氏   名 就任期間 報酬を受けた

期  間

理  事

(ホ ウ

方

センリ)

川利
令和3年4月 1日

～令和4年3月 31

日

な し

理  事

(ヤベ

矢部

タカシ)

孝
令和y円

,月 1日

～令和4年3月 31

日

な し

理  事

(ヒ ラ

比良

テルミ)

輝 巳
令和3年4月 1日

～令和4年3月 31

日

な し

理  事

(ト ウ カガ )
棒  嘉賀

令和鮮自月1日

～令和4年3月 31

日

あ り

監  事

(ホ ク
■―
ス,

力 )

華
令和34円月1日

～令和4年3月 31

日

な し

監  事

(ヒ ラ タイコ)

比良 敬子
令和3年4月 1日

～令和4年3月 31

日

な し



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)  所在地 東京都板橋区中丸町55番3-802号 ジュウエル城西

名称

代表者氏名   方 川利

電話番号    03-5986-180
ファクシミリ番号 03-5986-1808

令和 3年度社員のうち10人以上の者の名簿
令和3年4月 1日 から令和4年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 国際人材開発促進会

氏   名

方 川利

聾 雲波

修 嘉賀

酒巻 由美

矢部 孝

山田 永秀

比良 輝巳

比良 敬子

胡 逸飛

林 深雪



宋 紅凌

宋 紅雨

辛 麗落

陳 芳

安 暁銘

アリマ  キミコ

有馬 喜美子

「

人木 澤奏子
「

坂本 錦子

ホウヨ

呉 邦余

徐 剣影
「

侍 静用

興 臣

暢 輸 「

石原 春香

張 潔



英穎

小雲

「

コ
園」

玉泉

愛


